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研究成果の概要（和文）：レム関連睡眠時無呼吸とは閉塞性睡眠時無呼吸（OSA）患者全体の10-36％と高頻度に
認められるサブタイプのひとつで、呼吸障害がレム睡眠期に集中して生じる病態である。本研究の結果（１）レ
ム関連睡眠呼吸障害群ではCPAPアドヒアランスが低値であり、眠気の改善も低い傾向がみられた。（２）鼻腔通
気改善手術はレム期の呼吸障害に対して効果が高い一方、咽頭拡大手術はノンレム期の呼吸障害に対して効果が
高かった。（３）65歳以上の高齢者ではレム期AHIと鼻腔抵抗値との間に相関を認め、また高齢者のレム関連OSA
では有意に鼻腔抵抗値が高値であった。

研究成果の概要（英文）：The REM related obstructive sleep apnea (REM-OSA) is one of the subtypes to 
account for 10-36% of the whole obstructive sleep apnea (OSA) patients and is clinical condition 
that respiratory events concentrates during REM sleep. As a result of this study, (1) CPAP adherence
 was low in the REM-OSA group, moreover, improvement of daytime sleepiness was poor in the REM-OSA 
group. (2) Nasal surgery is more effective for REM_AHI than for NREM_AHI. Although nasal surgery 
alone does not have a consistent effect on SDB. Meanwhile, the pharynx extended surgery is more 
effective for NREM_AHI than for REM_AHI. (3) The elderly people 65 years or older showed a 
correlation between REM_AHI and nasal cavity resistance level, and a nasal cavity resistance level 
was significantly higher in REM_OSA of elderly people.

研究分野：睡眠呼吸障害

キーワード： レム関連睡眠時無呼吸　睡眠呼吸障害　睡眠時無呼吸症候群　閉塞性睡眠時無呼吸
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研究成果の学術的意義や社会的意義
１）レム関連睡眠時無呼吸に対するCPAPの効果: CPAP治療開始後の90日間の解析で、レム関連睡眠呼吸障害群で
はアドヒアランス（１夜あたりの使用時間が４時間以上の割合）、エプワース眠気尺度（ESS）の改善度が有意
に低値であった。１）レム関連睡眠時無呼吸に対するCPAPの効果: CPAP治療開始後の90日間の解析で、レム関連
睡眠呼吸障害群ではアドヒアランス（１夜あたりの使用時間が４時間以上の割合）、エプワース眠気尺度
（ESS）の改善度が有意に低値であった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
レム関連睡眠時無呼吸とは閉塞性睡眠時無呼吸（OSA）患者全体の 10-36％と高頻度に認められ
るサブタイプのひとつで、呼吸障害がレム睡眠期に集中して生じる病態である。レム睡眠中に生
じる呼吸障害はノンレム睡眠中と比べ無呼吸時間が長く、酸素飽和度低下の程度も大きいこと
が知られており、近年、レム関連睡眠時無呼吸が高血圧 (Mokhlesi et al. 2014)、2 型糖尿病 
(Grimaldi et al. 2014)の発症や、空間記憶の低下(Varga et al. 2014)などにノンレム期の呼吸障
害とは独立して影響を与えることなどが報告され、レム関連睡眠時無呼吸の特異的なアウトカ
ムが明らかとなってきている。 
このようにレム関連睡眠時無呼吸の病態生理学的特徴や臨床的意義が明らかとなってきている
一方で、持続陽圧呼吸療法（CPAP）、口腔内装置や外科的手術などの各種治療法に対する反応性
や治療適応の基準などについてはいまだ明確にはなっていない。成人 OSA患者 249名を対象と
したわれわれの検討では、レム期の AHIが 20を越える OSA患者のうち 43％が CPAPの保険
診療対象外であった。よって、レム関連睡眠時無呼吸患者ではレム期の呼吸障害が重度であって
も、CPAP以外の治療（口腔内装置や外科的治療など）が選択されることが多いと推察される。
われわれはこれまで psychomotor vigilance task (PVT)および睡眠ポリグラフ検査を行った成
人患者約 200名を対象として、レムおよびノンレム期の呼吸障害指数が PVTのパラメータおよ
び主観的眠気（ESS）に与える影響について重回帰分析を用いて比較検討し、その結果ノンレム
期の呼吸障害と比べ、レム期の睡眠呼吸障害は覚醒水準、注意力の持続性や自覚的な眠気に与え
る影響が少なく自覚されにくい病態であることを明らかとしている。 
以上のことからレム関連睡眠時無呼吸は特異的なアウトカムがある一方で、顕在化しづらく、適
切な治療が行われていない症例が多く存在しているといえる。 
 
 
２．研究の目的 
 
研究は睡眠時無呼吸症候群患者の中でも呼吸障害が主にレム睡眠中に生じる（レム関連睡眠時
無呼吸）患者に焦点を当て、疾患特異的なアルゴリズムを作成することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
産業医科大学若松病院の睡眠呼吸障害外来を受診し、閉塞性睡眠時無呼吸（OSA）の診断目的に
て終夜睡眠ポリグラフ検査（polysomnography: PSG）を受けた成人患者のうち、無呼吸低呼吸
指数（apnea hypopnea index: AHI）が 5以上、かつ PSG中にレム期、ノンレム期ともに 30分
以上認められ、CPAP、外科的手術を受けたものを対象に臨床研究を行った。 
(1) レム関連睡眠時無呼吸に対する CPAPの効果の検討 
当該研究期間において新規に CPAP治療を開始した患者を無呼吸低呼吸指数（Apnea Hypopnea 
Index：AHI）がノンレム期の AHIの二倍以上である群（レム関連睡眠呼吸障害群）とそれ以外
に分類し、CPAP治療に対する反応性（アドヒアランス、自覚症状の改善）の違いについて解析
した。 
(2) レム関連睡眠時無呼吸に対する外科的手術の効果の検討 
当該期間に鼻腔通気改善手術、咽頭拡大手術を計 40名に行い、それぞれの術式におけるレム期
およびノンレム期の呼吸障害指数の改善について解析を行った。Sher らの手術成功のクライテ
リアに従い、AHI が 50％以上減少かつ AHI< 20 になったものを各ステージの Responderとし
た。 
(3）鼻閉のレム関連睡眠時無呼吸発症に対する影響 
AHI5 以上にて OSA と診断された成人約 200 名において鼻腔通気度検査結果とレム期、ノンレム
期の呼吸障害の関連について検討した 
 
 
４．研究成果 
(1) CPAP 治療開始後の 90 日間の解析で、レム関連睡眠呼吸障害群ではアドヒアランス（１夜
あたりの使用時間が４時間以上の割合）、エプワース眠気尺度（ESS）の改善度が有意に低値で
あった。 また CPAPの一日平均使用時間も有意に低値であった。 
(2) 鼻腔通気改善手術では前後の Total AHIの改善率の平均は 8％と低値であり、ノンレム期の
AHIの改善には有意差を、認めず Responderも 5％のみであったがレム期の AHIについては有
意な低下を認め、Responderも 20％であった（図１）。一方、両口蓋扁桃摘出術および軟口蓋形
成術等の咽頭拡大手術では、Total AHI、ノンレム期の AHIともに有意な低下を認め、Responder
も 67％と多かったが、レム期の AHIには変化を認めず、Responderも 17％と少なかった（図
２）。 
 
 
 
 



 
           図１                  図２ 
 
(3）鼻閉のレム関連睡眠時無呼吸発症に対する影響 
65 歳未満の患者では鼻腔通気度とそれぞれの呼吸障害との関連は認められなかったが、65 歳以
上の高齢者ではレム期 AHI と鼻腔抵抗値との間に相関を認め、また高齢者のレム関連 OSA では
有意に鼻腔抵抗値が高値であった。 
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